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市民意見募集（パブリックコメント）結果 

 

 「和歌山市美化推進及び美観の保護に関する条例の一部改正」に関するご意見を募集した結果、９件

のご意見をいただきましたので、次のとおり公表します。 

 

■募集案件の概要 

 

募集案件 和歌山市美化推進及び美観の保護に関する条例の一部を改正する条例（案） 

受付期間 平成２５年１２月１９日～平成２６年１月１７日 

ご意見の件数 ３名・９件 

 

■ご意見の概要と市の考え方 

 

No ご意見の概要 市の考え方 

１ 

１（意見） 

この条例案について、廃棄物を適正に処理し、

生活環境を清潔にすることにより、景観及び生

活環境の保全並びに公衆衛生の向上を図る観

点から賛成します。 

（質問） 

条例改正の趣旨に「空き缶や吸い殻のポイ捨て

や、犬のふんの放置は、市民一人ひとりのモラ

ルの問題であり」とありますが、これらの行為

はモラルの問題なのですか。モラルに近い言葉

としてマナー、エチケットがあり、熟慮のうえ

でモラルを選ばれたのでしょう。しかし、これ

らの行為が許されないことは、すでに和歌山市

美化推進及び美観の保護に関する条例第４条

で定められています。また、一定の場合には、

刑法、軽犯罪法、一般廃棄物処理法等の規制対

象になる場合もあります。従いまして、「これ

らの行為は社会規範（ルール）として禁じられ

ており、一定の場合には刑罰を受けることにな

ります。」との認識に立つべきではないでしょ

うか。そう考えないと、すでに条例第４条「市

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、条例の一部改正については、内容につ

いて新たに検討すべき事項もできたため、再検

討させていただくこととなりました。 
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民の責務」を定めている（これはモラルではな

い）ことと矛盾するものと考えます。 

（質問） 

規制対象として、「空き缶や吸い殻のポイ捨て

や、犬のふんの放置」のほか、落書き、タンつ

ばを吐く（道路に反吐を吐いている）、チュウ

インガムの吐き捨てなどがありますが、今回、

これらの行為は対象としないのですか。 

(質問) 

市が主唱する美しいまちづくり運動の一環と

して、こうした行為をした者に対して罰則を科

すとありますが、和歌山市が主唱する美しいま

ちづくり運動とは、どのようなもので、どのよ

うな条例あるいは計画で定められているので

すか。また、犬のふんの放置などは、環境美化

の観点からの問題にとどまらず、公衆衛生上の

観点からも問題だと考えます。 

（質問） 

空き缶や吸い殻のポイ捨て、犬のふんの放置、

落書き、タンつばを吐く、チュウインガムの吐

き捨てを規制することは、地域の環境の美化の

みならず、公衆衛生の維持向上にも資すること

だと考えます。従いまして、対象区域を特定美

観地域に限定することなく、市域全域とするべ

きだと考えます。 

（要望） 

罰則の強化よりも住民の自主的な法令の順守

を求める行政の姿勢は大切だと思いますが、極

めて非常識な住民がいるのも事実です。地域社       

会を維持するためには、この方たちの不法な行

為を取り締まる必要もあります。またルールは

わかりやすくすることも肝要だと考えます。今     

後できれば、概括的な美化推進及び美観の保護

に関する条例などではなく、「路上喫煙の防止

に関する条例（歩きたばこ条例）「飼犬等取締

条例」「たばこの吸い殻及び空き缶等の散乱の

防止等に関する条例」など個別具体の条例を策

定していただきたいと要望します。 
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（質問） 

これまで、和歌山市美化推進及び美観の保護に

関する条例に基づき、立入調査、原状回復の要

請、罰金の徴収の実績はありますか。 

 

 これまでに、立入調査、原状回復の要請及び

罰金の徴収はありません。 

２ 

「地域の環境美化の促進と美観の保護」のた

め・・そのための施策がこの条例ですか。あま

りにも短絡的な提案に絶望感しか覚えません。

行政として十分努力はされたのでしょうか。巡

回指導員なるものを含めた所謂「取り締まり」

の方向ではなく、市民にポイ捨てを行う考えを

なくさせる魅力ある街づくりの方向へ目を向

けてもらえないでしょうか。目先の国体開催な

どという極めて短期的な目標ではなく、長期的

にこの和歌山市を愛してもらえ、誇りに思って

もらえる街づくりへ考えを方向転換していた

だくためにも、この条例改正には反対とさせて

いただきます。 

今回、条例の一部改正については、内容につ

いて新たに検討すべき事項もできたため、再検

討させていただくこととなりました。 

今後も、市民の皆様のご意見を参考にさせて

いただき、美化の啓発活動に努めてまいりま

す。 

 

 

３ 

３年前から和歌山市に住んでいますが、ポイ捨

てによりまちの美観が損なわれるほど、ポイ捨

てが行われているかという点です。この３年間

の間で、ポイ捨てをしている人を見かけたこと

はほとんどありません。路上に落ちているゴミ

を見かけることはありますが、多くの回数を見

かけた記憶はありません。このように、市民生

活にとってあまり影響のない事柄に関し、巡回

指導員を置く等のコストをかけてまで、わざわ

ざ改正する必要があるのか。美観の保護に関し

てですが、ポイ捨てを取り締まることで美観を

保護するという方法に疑問を感じます。美観が

悪いという感情はたまたま落ちていたゴミに

対して抱くものではなく、建築物や看板、樹木

など、常にそこにあるものに対して抱く感情だ

と私は考えます。ポイ捨てを規制するのではな

く、老朽化した建物や看板の撤去、樹木の管理

に重きをおくべきです。 

今回、条例の一部改正については、内容につ

いて新たに検討すべき事項もできたため、再検

討させていただくこととなりました。 

今後も、市民の皆様のご意見を参考にさせて

いただき、美化の啓発活動に努めてまいりま

す。 

 

 

 


